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（写真１）１０月２６日、横田基地で行われたサムライ即応監査で、模擬

の大規模災害現場に到着した第３７４憲兵中隊パトロール隊員ケビ

ン・ラモス軍曹。 

 

ミサイル攻撃による車両爆発を想定したシナリオは、現実に同様の事

件が発生した際の、初動対応隊員のスキルの強化を目的としている。

サムライ即応監査は、運用即応能力の維持強化を図るための演習で

ある。 

 

１ 

（写真２）トリアージカードを記入する第３７４航空宇宙医学中隊の独立

業務医療技術師（IDMT)たち。 
 

２ 

（写真３）模擬の大規模災害現場に到着した陸上自衛隊第1師団第３４

普通科連隊の兵士。 
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（写真４）１０月２６日、横田基地で行われたサムライ即応監査での模

擬大規模災害演習で、負傷者に応急処置をする陸上自衛隊第1師団

第３４普通科連隊の兵士。 

 

４ 

（写真５）負傷者の応急処置をする第３７４憲兵中隊の隊員。 
 

５ 

（写真６）模擬の負傷者を担いで運ぶ第３７４憲兵中隊パトロール担当

ブライオン・ロビンソン空兵（右）と陸上自衛隊第１師団第３４普通科連

隊の兵士（左）。 
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